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 解 説  

 ※生分解性プラスチック 

微生物によって生分解されるプラスチックのことで、「バイオプラスチック」カ

テゴリーの中の１つです。その特性を生かすことで、海洋プラスチックごみの問題

など、プラスチックに起因する様々な問題の改善に幅広く貢献することが期待され

ています。 

 

１．フィリピンにおける使い捨てプラスチック規制 

フィリピンでは、主にマニラ首都圏を中心として、2020 年より使い捨てプラスチ

ックの使用を規制しており、自治体によっては罰則を設けているところもあります。 

国内全土に関しては、2019 年 12 月 10 日、プラスチック製レジ袋に対する課税法

案が下院歳入委員会にて承認され、審議が進んでいます。 

信金中金の駐在員が、複数の小売店を調査したところ、マニラ首都圏では、小売

店やスーパーの袋はほとんど紙になっているほか、スターバックス等の大手カフェ

チェーンにおいても紙ストローが使われている等、紙製品への移行が進んでいるよ

うです。 

 

２．フィリピンにおける使い捨てプラスチック規制 

フィリピンでは、現状、プラスチックは規制品目リストには記載されていません。

しかし、輸出予定のプラスチックの化学物質が、フィリピン化学物質一覧

（Philippines Inventory of Chemicals and Chemical Substances：PICCS）に記

載されていない場合には、規制対象となるため、環境管理局（EMB）の許可を得る必

要があります。事前に成分調査を行うこと、フィリピン側の関係機関へ確認するこ

とが推奨されます。 

Ｑ． 

生分解性プラスチックを製造しており、フィリピンへ海外販路開拓を検討して

います。フィリピンにおけるプラスチック規制や製品の需要を教えてください。

（製造業） 

 

Ａ． 

フィリピンでは、中央政府および地方自治体ともに使い捨てプラスチックの規

制強化に向けて動いています。代替素材として生分解性プラスチックの需要は一

定程度見込まれるものの、輸入規制の具体的な内容は明らかになっていないこと

から、今後の動向を注視する必要があります。 

こちらは信用金庫とそのお取引先向けとさせて頂いております。 

ご覧になりたい場合は、お近くの信用金庫（検索はこちら）までご相談ください。 

続きを読む  

https://www.shinkin-central-bank.jp/cgi-bin/s/index.cgi
https://shinkin-overseas.jp/upload_file/m008-m008_03/20_Philippines_Plastics.pdf

